
内
閣
衆
質
一
五
六
第
九
三
号

平
成
十
五
年
九
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
国
等
購
入
の
書
籍
・
雑
誌
等
の
謝
礼
を
受
け
取
る
国
家
公
務
員
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

九

三

号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
国
等
購
入
の
書
籍
・
雑
誌
等
の
謝
礼
を
受
け
取
る
国
家
公
務
員
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
大
量
購
入
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
十
三
年
度
に
お
い
て
、
各
府
省
又

は
特
殊
法
人
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
各
府
省
等
」
と
い
う
。
）
が
購
入
し
た
書
籍
、
雑
誌
等
で
購
入
総
数
が
千

部
を
超
え
、
又
は
購
入
総
額
が
百
万
円
を
超
え
る
も
の
（
以
下
「
大
量
購
入
書
籍
等
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
当
該
各
府
省

等
の
職
員
（
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
国
家
公

務
員
若
し
く
は
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
又
は
特
殊
法
人
若
し

く
は
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
特
殊
法
人
等
」
と
い
う
。
）
の
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
報
酬
を
受
け
て
か
か
わ
っ

て
い
た
事
例
を
各
府
省
等
に
お
い
て
把
握
し
た
限
り
で
は
、
大
量
購
入
書
籍
等
の
作
成
に
か
か
わ
る
行
為
は
、
勤
務
時
間
外

に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
国
家
公
務
員
法
第
百
四
条
若
し
く
は
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
（
平
成
十
二
年
政
令

第
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
他
の
法
令
若
し
く
は
特
殊
法
人
等
の
規
程
の
規
定
（
以
下
「
国
家
公
務

員
法
第
百
四
条
等
の
規
定
」
と
い
う
。
）
に
反
す
る
も
の
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
職
員
の
行
為
は
、
職

一



務
専
念
義
務
な
ど
の
服
務
規
律
の
保
持
や
職
務
の
公
正
な
執
行
の
確
保
等
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
一

般
に
政
府
が
把
握
す
べ
き
立
場
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
事
項
の
す
べ
て
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。な

お
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
倫
理
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
本
省
課
長
補
佐
級
以
上
の
職
員
又
は
自
衛
隊
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
部
員
級
以
上
の
自
衛
隊
員
に
つ
い
て
は
、
倫
理
法
第
六
条
第
一
項
又
は
自
衛
隊
員
倫
理
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
書
籍
、
雑
誌
等
の
作
成
に
か
か
わ
る
行
為
に
つ
き
報
酬
（
報
酬
の
価
額
が
一
件
に
つ
き
五
千
円
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）

の
支
払
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
報
告
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
当
該
報
告
書
の
う
ち
報
酬
の
価
額
が
一
件

に
つ
き
二
万
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
倫
理
法
第
九
条
第
二
項
又
は
自
衛
隊
員
倫
理
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

閲
覧
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
閲
覧
が
認
め
ら
れ
て
い
る
報
告
書
に
基
づ
き
、
各
府
省
等
の
別
に
、

平
成
十
三
年
度
に
大
量
購
入
書
籍
等
の
作
成
に
か
か
わ
る
行
為
に
つ
き
報
酬
の
支
払
を
受
け
た
職
員
の
数
及
び
当
該
職
員
の

う
ち
支
払
を
受
け
た
報
酬
の
価
額
の
総
額
が
最
も
多
い
職
員
に
係
る
当
該
報
酬
の
価
額
の
総
額
を
把
握
し
て
こ
れ
を
お
示
し

す
る
と
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
各
府
省
等
の
職
員
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
っ
た
主
な
事
業
者
等
の
名
称
等
に
つ

二



い
て
は
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
事
業
者
等
の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控

え
た
い
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

各
府
省
等
に
よ
る
大
量
購
入
書
籍
等
の
購
入
は
、
各
府
省
等
の
職
員
の
職
務
遂
行
上
必
要
で
あ
る
こ
と
、
各
府
省
等
の
施

策
、
業
務
等
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
に
当
該
大
量
購
入
書
籍
等
を
配
布
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
府
省
等
の
職
員
が
、
報
酬
を
受
け
て
、
大
量
購
入
書
籍
等
の
作
成
に
か
か
わ
る
行
為
は
、
勤
務
時
間

外
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
国
家
公
務
員
法
第
百
四
条
等
の
規
定
に
反
す
る
も
の
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
職
員
の
行
為
は
、
職
務
専
念
義
務
な
ど
の
服
務
規
律
の
保
持
や
職
務
の
公
正
な
執
行
の
確
保
等
と
の
関
係

で
問
題
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
改
善

す
べ
き
事
項
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三



四


